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12月

成人式のご案内

　クラシックからジャズまで幅広い音楽を
皆さまに楽しんでもらえるよう日々練習を
頑張っています。皆さまの心に残るような
定期演奏会にしたいと思います。
●日　　時　12 月 19 日（日）　入場無料
　　　　　　開場　14：30 ～
　　　　　　開演　15：00 ～
●場　　所　アザレアホール須恵
●曲　　名　大仏と鹿、ハウルの動く城、
　　　　　　アンサンブルほか
●指 揮 者　豊田　護
●問合せ先　宇美商業高等学校　
　　　　　　☎ 932-0135

須恵町の総合情報誌

広報
　９日（日）平成23年 須恵町成人式
　　　　　　問合せ（社会教育課）
　　　　　　☎934-0030

詳しくは、ホームページをご覧になるか、
まちづくり課に問合わせください。

広告募集中
１枠（縦５㎝×横 8.5㎝）

当たり １万円

１９日（日）宇美商業高等学校 吹奏楽部
　　　　　　第21回 定期演奏会
　　　　　　問合せ（宇美商業高校）☎932-0135
２５日（土）須恵めぐみ保育園音楽発表会
　　　　　　問合せ（めぐみ保育園）☎936-2222

宇美商業高等学校 吹奏学部
第21回 定期演奏会

詳しくは、ホームページをご覧になるか、
まちづくり課に問合わせください。

広告募集中
１枠（縦５㎝×横 8.5㎝）

当たり １万円

●日　時　平成 22 年１月９日（日）10 時～
●場　所　アザレアホール須恵
　対象者の人は、平成２年４月２日から平成
３年４月１日までに生まれた人です。総数は
245 人で、男性 118 人、女性 127 人（平成 22
年 10 月現在）です。
　対象者には12月上旬に案内状を郵送します。
　また、現在町外などにお住まいで、成人式

をふるさとの
須恵町で迎え
たい人も出席
できます。こ
の場合、案内
状を別途送付
しますのでご
連絡ください。昨年の式のようす
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　11 月７日（日）、ぺったんフェアが須恵
第二小学校運動場で行われました。当日は、
多くのバザー出店、舞台での出し物などが行
われ、約 1800 人を超える人が会場を訪れ

ました。
　“ ひょっとこもったいたい ” の中に小さな
ひょっとこ隊が、混じって元気よく踊ってい
ました。
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民生委員氏名 担当地区名
百田　邦子 佐谷１（観音谷、立花寺、田床、上の原、古の添）
百田　信子 佐谷２（一の瀬、川原、仲島）
園田　義彦 佐谷３（永原上、永原、稗原）

今泉　國次 上須恵１（東干田、中園、城山、皿山、恵昭園、長礼、
トータルアドバンス）

笹原　一子 上須恵２（戸頃、高宮、向１、向２）
稲田　映子 南米里（全組合）
鎌田　幸政 大島原
髙松　幸生 大島原
山本　靖雄 川子一（全組合）
青山　義雄 川子二（全組合）

髙崎　修一 須恵２（上法尺、中法尺、北川内、南川内、萱野、
恵辰会）

村山喜代子 須恵３（原口、中通、山形、下法尺、新法尺、松ヶ浦）
橋口　廣子 長礼（全組合）
岡　ナギサ 藤浦（全組合）
有吉　勢子 一番田（全組合）
深浦　一子 城山（全組合）
今泉　靖親 甲植木１（上、中、駅前１）
落合　幸雄 甲植木２（下、尾黒、平原）、乙植木（大間）
百田　邦男 甲植木３（駅前２、宮浦）
稲永　義一 乙植木（大間除く）
奥田千鶴子 乙植木（大間除く）

母里　　渉 新原１（桜原、恵比寿、大黒、駅前、宮前、仲ノ原、
野間、向原）

小椎尾　明 新原２（日の出・新原谷・昭元・久保・曙）
正木　洋子 旅石（全組合）
丸山　卓美 山の神１（７～ 13 丁目・マンション）
白渕　保夫 山の神２（１～６丁目）
金納　 次 西原１（１～４丁目）
伊藤　久生 西原２（５～７丁目）
竹田加代子 旭ヶ丘（全組合）
永野　正行 恵西１（１、５～７丁目）
松岡　信子 恵西２（２～４丁目）
早田久仁子 昭穂（全組合）
百田　吉成 主任児童委員
今泉　眞弓 主任児童委員

須恵町民生・児童委員担当地区表

民
生
委
員
と
は
…

　

民
生
委
員
は
、
市
町
村
の
区
域
内
で
担
当
の
地
域
を
決
め
て
、

援
助
を
必
要
と
す
る
人
が
、
そ
の
人
の
能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た

日
常
生
活
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
活
に
関
す
る
相
談

や
助
言
な
ど
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
…

　

主
任
児
童
委
員
は
、
市
町
村
の
区
域
内
で
担
当
区
域
を
持
た
ず

に
、
地
域
全
体
の
児
童
の
権
利
侵
害
や
不
良
環
境
な
ど
、
児
童
福

祉
に
関
す
る
問
題
な
ど
を
専
門
的
に
支
援
し
活
動
し
ま
す
。

あ
な
た
の
地
域
の

民
生
・
児
童
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
・
児
童
委
員
の
改

選
人
事
が
12
月
１
日
付
け
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
た
び
中
嶋
町
長
か
ら
同
委

員
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
３
年
で
す
。
各
地
区
の
委
員
さ
ん
は
表

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

　

ま
た
、
長
き
に
渡
っ
て
活
躍
し
貢
献
さ
れ

た
退
任
委
員
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

に
対
し
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
課

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１
（
内
線
１
２
３
）

ご存知ですか？※■は新任です。 平
成
23
年
度保育

所
園
児
募
集

■
０
歳
児
（
10
か
月
過
）
〜
３

歳
児　

定
員
60
名

■
４
・
５
歳
児　

定
員
70
名

◎
か
や
の
保
育
所

■
０
歳
児
（
10
か
月
過
）
〜
５

歳
児　

定
員
１
１
０
名

【
私　

立
】

◎
須
恵
め
ぐ
み
保
育
園　

■
０
歳
児
（
４
か
月
過
）
〜
５

歳
児　

定
員
１
２
０
名

◎
わ
か
す
ぎ
の
杜
保
育
園

■
０
歳
児
（
６
か
月
過
）
〜
５

歳
児　

定
員
90
名

▼
保
育
時
間

　

保
育
所
開
所
時
間
は
、
午

前
７
時
よ
り
午
後
６
時
ま
で

で
す
。
な
お
、
延
長
保
育
が

必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
午
後
７
時
ま
で

保
育
を
い
た
し
ま
す
。（
別

に
延
長
保
育
料
金
が
必
要
で

す
。）
新
入
園
児
に
つ
い
て

は
、
精
神
的
負
担
を
少
な
く

▼
入
所
基
準　
　

次
の
１
（
保

育
の
実
施
基
準
）
お
よ
び
２

の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
入

所
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

１
．
児
童
の
保
護
者
の
い
ず
れ

も
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
該
当
す
る
た
め
、
そ
の
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

（
同
居
の
親
族
そ
の
他
の
人

が
、
そ
の
児
童
を
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
き

ま
す
。）

ア　

昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す

る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

こ
と
。

イ　

昼
間
に
居
宅
内
で
当
該
児

童
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以

外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を
常

態
と
し
て
い
る
こ
と
。

ウ　

妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま

た
は
出
産
後
間
も
な
い
こ
と
。

（
母
親
の
出
産
の
理
由
に
よ

る
場
合
は
、
出
産
月
と
前
後

２
か
月
、
約
５
か
月
の
保
育

実
施
期
間
と
な
り
ま
す
。）

エ　

疾
病
に
か
か
り
、
も
し
く

は
負
傷
し
、
ま
た
は
精
神
も

し
く
は
身
体
に
障
が
い
が
あ

る
こ
と
。

オ　

長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状

態
ま
た
は
精
神
も
し
く
は
身

体
に
障
が
い
を
有
す
る
状
態

に
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る
こ
と
。

カ　

震
災
、
風
水
害
、
火
災

そ
の
他
の
災
害
の
復
旧
に
あ

た
っ
て
い
る
こ
と
。

キ　

そ
の
他
、
町
長
が
認
め
る

上
記
の
事
情
に
類
す
る
状
態

に
あ
る
こ
と
。

２
．
児
童
お
よ
び
保
護
者
が
須

恵
町
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

▼
募
集
人
員

【
公　

立
】

◎
認
定
子
ど
も
園　

ア
ザ
レ
ア

幼
児
園
（
長
時
間
保
育
児
）

平
成
23
年
度
保
育
所
園
児
を
、次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

保
育
所
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

す
る
た
め
、
入
園
よ
り
10
日

間
程
度
は
、
短
時
間
保
育
と

し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
書
配
布
時
期

　

平
成
23
年
１
月
５
日
（
水
）

〜
１
月
11
日
（
火
）
ま
で
の

間
、
各
保
育
所
ま
た
は
役
場

子
ど
も
教
育
課
で
配
布
し
ま

す
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
23
年
１
月
12
日
（
水
）

〜
１
月
21
日
（
金
）
ま
で

▼
受
付
場
所

　

役
場
子
ど
も
教
育
課
お
よ
び

各
保
育
所
（
園
）（
平
成
22

年
度
に
中
途
申
込
み
を
さ
れ

て
い
て
、
ま
だ
入
所
で
き
て

い
な
い
人
も
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

◎
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園

　

☎
９
３
５
・
０
５
０
４

◎
か
や
の
保
育
所

　

☎
９
３
２
・
４
８
３
６

◎
須
恵
め
ぐ
み
保
育
園

　

☎
９
３
６
・
２
２
２
２

◎
わ
か
す
ぎ
の
杜
保
育
園

　

☎
９
３
２
・
０
０
０
５

◎
子
ど
も
教
育
課

　

☎
９
３
２
・
１
４
５
９

　
　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

次
の
日
程
で
保
育

所
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。
園
児
の
生
活

状
況
を
見
学
し
て
い

た
だ
い
て
、
保
育
所

入
所
の
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。
各
保

育
所
で
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
か
や
の
保
育
所
の

み
、
電
話
で
の
申

し
込
み
が
必
要
で

す
。

●
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園

（
須
恵
高
校
前
）

・
０
〜
３
歳
児
対
象

▼
日　

時　

１
月
19

日
（
水
）
10
時
〜

11
時

▼
内　

容 

い
っ
し
ょ

に
あ
そ
ぼ
う
！

　
（
に
こ
に
こ
ル
ー

ム
）

・
全
年
齢
対
象　

▼
日　

時　

１
月
24

日
（
月
）
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

▼
内　

容　

観
劇
会

（
わ
く
わ
く
ル
ー
ム
）

●
か
や
の
保
育
所

　
（
一
番
田
バ
ス
停

前
）

▼
日　

時　

１
月
13

日
（
木
）
10
時
〜

12
時

▼
内　

容　

給
食
試

　

食
会

　
（
給
食
費
３
０
０

円
、
前
日
ま
で
に

電
話
予
約
）

●
須
恵
め
ぐ
み
保
育

園
（
須
恵
中
央
駅

近
く
）

▼
日　

時　

１
月
６

日
（
木
）
10
時
〜

11
時

▼
内　

容 

保
育
園
っ

て
ど
ん
な
と
こ
か

な
！

●
わ
か
す
ぎ
の
杜
保

育
園
（
新
原
工
業

団
地
入
口
）

▼
日　

時　

１
月
12

日
（
水
）
９
時
〜

12
時

▼
内　

容　

遊
び
に

お
い
で
よ
！

民生委員氏名 担当地区名
鹿島　義治 南米里
畠江　良一 須恵１
舛本　千枝 須恵２
因　　正道 長　礼
久保サチヨ 藤　浦

退任者一覧表
民生委員氏名 担当地区名
濱﨑　光夫 山の神１
中島　重幸 西 原 １
實崎　利美 主任児童委員
篠原ミチヨ 主任児童委員
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◎
長
澤
慎
二　

団　

長
「
消
防
団
全
国

操
法
大
会
出
場
に
あ
た
り
、
中
嶋
町
長

を
始
め
、
多
く
の
方
々
に
応
援
し
て
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
績
は
、
全
国
９
位
入
賞
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
操
法
技
術
は
消
防
団
と
し

て
大
切
な
基
本
動
作
で
す
。
今
回
の
経

験
を
活
か
し
、
消
防
技
術
の
向
上
に
頑

張
り
ま
す
。」

◎
安
河
内
正
幸　

副
団
長
「
今
回
、
全
国

大
会
に
出
場
し
た
事
で
団
員
の
消
防
技

術
は
も
と
よ
り
消
防
に
対
す
る
意
識
の

向
上
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
非
常
に
心

強
く
、
消
防
団
活
動
に
お
い
て
も
十
分

頑
張
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
本
部
分
団
の
頑
張
り
を
心
か
ら
慰
労

し
、
団
員
の
今
後
益
々
の
活
躍
を
望
み

ま
す
。」

◎
中
牟
田
健　

副
団
長
「
長
期
の
訓
練
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
全
国
大
会
だ
か
ら

と
い
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る
と
思
え
ず
、

本
番
で
練
習
ど
お
り
に
出
来
る
か
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
次
回
、
全
国
大
会

に
再
び
須
恵
町
の
名
が
あ
る
と
信
じ
ま

す
。」

◎
田
原
重
治　

分
団
長
「
私
に
と
っ
て

最
高
の
団
員
た
ち
に
恵
ま
れ
、
一
丸
と

な
っ
て
大
会
に
挑
ん
で
き
ま
し
た
。
半

年
も
の
間
、
各
家
庭
を
支
え
て
く
れ
た

ご
家
族
、
忙
し
い
中
練
習
に
出
向
い
て

く
だ
さ
っ
た
分
団
長
た
ち
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。」

◎
石
津
伸
篤　

指
揮
者
「
私
の
出
場
す
る

機
会
と
し
て
は
最
後
の
大
会
が
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
結
果
で
締
め
括
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
ご
指
導
お
よ
び

ご
支
援
い
た
だ
い
た
人
た
ち
の
お
陰
だ

と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
経
験
を
地
域
防
災
の
た
め
に

活
か
す
所
存
で
す
。」

◎
川
上
仁
史　

１
番
員
「
全
国
大
会
出

場
に
際
し
、
ご
指
導
・
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

念
願
の
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
験
を
糧
に
今

後
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
最
後
に

い
ち
ば
ん
の
理
解
者
で
あ
る
家
族
に
感

謝
！
」

◎
吉
田
良
喜　

２
番
員
「
初
の
全
国
大

会
に
出
場
し
、
私
に
と
っ
て
本
当
に
す

ご
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
消
防
団
活
動
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
に

至
る
ま
で
、
ご
指
導
頂
い
た
人
た
ち
に

感
謝
と
お
礼
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。」

◎
田
原
秀
則　

３
番
員
「
今
ま
で
ご
指
導
、

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
目
標
の
全
国
制

覇
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
経
験
を
今
後
に
活
か
し
て
頑
張
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」

◎
早
田
剣
史　

４
番
員
「
数
年
前
ま
で
、

全
国
大
会
は
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
こ
と

で
し
た
。
操
作
員
と
し
て
そ
こ
に
立
て

た
こ
と
が
幸
せ
で
す
。
こ
の
経
験
を
生

か
し
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
精
勤
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
」
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校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
は
、
町
内

各
小
学
校
区
を
単
位
と
し
て
、
平
成
13
年

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
（
日
）
に
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー

ル
と
健
康
広
場
で
「
す
こ
や
か
秋
ま
つ

り
」
が
、
11
月
７
日
（
日
）
に
は
、
第
二

小
学
校
で
「
ぺ
っ
た
ん
フ
ェ
ア
」
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
、
両
日
と
も
に
天
気
に
恵
ま

れ
、
絶
好
の
ま
つ
り
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　

す
こ
や
か
秋
ま
つ
り
の
舞
台
で
は
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
水
上
裕
子
さ
ん
や
須
恵
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
須
恵
第
一
小
学
校

児
童
に
よ
る
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ぺ
っ
た
ん
フ
ェ
ア
の
舞
台
で
は
、
恒
例

の
も
ち
ま
き
や
東
幼
稚
園
園
児
に
よ
る
ダ

ン
ス
、
子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
バ
ザ
ー
出
店
、
作
品
展
示
、

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
多
く
の
人
が
訪

れ
、
大
盛
況
の
楽
し
い
ま
つ
り
と
な
り
ま

し
た
。

　多年にわたって須恵町の充実発展のために
献身的な尽力をし、その功績が顕著であると
して、因正道さん（長礼区 80 歳）と庄野稔
尋さん（城山区 71 歳）が、自治功労表彰を
受けられました。
　因さんは、長礼区長（平成３年度～平成 20
年度）などを歴任され、民生委員・児童委員（平
成４年～）、民生委員・児童委員協議会会長（平
成 12年度～）などに在任中です。
　庄野さんは、昭和 34 年に本町職員として
勤務され、以降 39 年間、議会事務局長や建
設課長など歴任後、平成 10 年度から平成 21
年度まで助役（現副町長）に選任されました。

因さん、庄野さん
自治功労者表彰

須恵第二小学校５年生
稲刈り、もちつき体験

　ぺったんフェアのもちまきで使用したも
ち米は、須恵第二小学校の５年生児童たち
が５月末に田植え体験、10 月 19 日（火）
に稲刈り体験して収穫したものです。
　稲刈りでは今泉剛さん（甲植木区）の指
導のもと、最初は戸惑い気味でしたが、要
領を得ると、子どもたちはあっという間に
上達し、上手に稲を刈っていました。
　また、もちつきでは印藤弘次さん（旅石
区）からの指導を受けながら、上手にもち
をついていました。そして、まつり会場で
は餅つき体験をし、丸めた餅をバザー店で
販売しました。

上手に稲を刈る児童たち受賞された庄野さん（左）因さん（右）

すこやか秋まつりの
ようす

ぺったんフェアの
ようす

　

消
防
操
法
と
は
、
火
災
現
場

で
の
迅
速
な
行
動
や
的
確
な
操

作
な
ど
を
養
う
た
め
の
基
本
的

な
訓
練
と
な
る
も
の
で
す
。

　

11
月
12
日
（
金
）
に
、
第
22

回
全
国
消
防
操
法
大
会
が
愛
知

県
蒲
郡
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
45
都

道
府
県
（
鹿
児
島
、
宮
崎
両
県

は
、口
蹄
疫
の
た
め
出
場
辞
退
）

が
集
い
、
ポ
ン
プ
車
の
部
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
分
か
れ
て
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
代
表
と
し
て
、
ポ
ン

プ
車
の
部
に
本
部
分
団
が
出
場

し
ま
し
た
。
須
恵
町
消
防
団
と

し
て
は
初
出
場
で
し
た
。

　

本
部
分
団
は
、
５
月
中
旬
か

ら
練
習
を
始
め
、
７
月
の
町
大

会
、
８
月
の
地
区
大
会
、
９
月

の
県
大
会
と
す
べ
て
優
勝
し
て

の
出
場
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の

半
年
間
の
訓
練
の
集
大
成
と
し

て
臨
み
、
９
位
入
賞
と
い
う
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
福
岡
県
、

須
恵
町
の
消
防
操
法
技
術
の
高

さ
を
全
国
に
示
し
ま
し
た
。

全
国
消
防
操
法
大
会

須
恵
町
消
防
団
９
位
入
賞
! !

入場行進をする須恵町消防団

総合指揮者として
号令をかける長澤団長
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今
年
も
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
こ

の
時
期
は
、
肝
臓
に
と
っ
て
も
飲
み
す
ぎ

や
食
べ
す
ぎ
が
負
担
に
な
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ

う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

栄
養
素
を
体
内
で
利
用
で
き
る
形
に
変
え

た
り
、
貯
蓄
し
た
り
、
血
液
に
送
り
出

し
た
り
す
る
〝
代
謝
〞、
身
体
に
有
害
な

も
の
を
分
解
し
て
無
害
に
す
る
〝
解
毒
〞、

そ
し
て
消
化
液
で
あ
る
胆
汁
を
作
る
〝
胆

汁
分
泌
〞
の
３
つ
で
す
。

　

須
恵
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
健
康
的
な
暮
ら
し
を
願
っ
て
、
食

か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
住
民
検
診
な

ど
、
各
種
保
健
事
業
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
情
報
発
信
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
の
テ
ー
マ

「
脱
・
暴
飲
暴
食
」

〜
肝
臓
を
大
切
に
…
休
肝
日
と
は
？
〜

み
な
さ
ん

の健
康　　

　
づ
く
り
を

応援
します！

▼
問
合
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

保
健
師
ま
で

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１（
内
線
１
５
３
）

来
月
の
テ
ー
マ

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

　

〜
今
な
ぜ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
　

な
の
で
し
ょ
う
？
〜

　

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

酒
飲
み
は
必
ず
休
肝
日
を
も
う
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
の
学
説
で
は
、
毎
日
飲

む
人
と
（
連
続
飲
酒
者
）
と
週
末
に
大
酒

を
飲
む
人
（
間
歇
飲
酒
者
）
を
比
較
す
る

肝
病
変
の
程
度
や
死
亡
率
に
差
が
な
い
こ

と
が
確
か
め
ら
れ
て
、
１
日
の
飲
酒
量
よ

り
も
ア
ル
コ
ー
ル
の
総
摂
取
量
に
問
題
が

あ
る
と
す
る
積
算
飲
酒
量
が
重
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
休
肝
日
が
あ
れ
ば
た
く
さ
ん
飲
ん
で

よ
い
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
飲
酒
量

が
極
端
に
多
い
人
で
は
、
休
肝
日
が
あ
っ

て
も
死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
傾
向
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

＊

【
ウ
コ
ン
】

　

ウ
コ
ン
に
含
ま
れ
る
ク
ル
ク
ミ
ン
に
は

胆
汁
の
分
泌
を
促
す
作
用
が
あ
り
、
代
謝

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
。
ク
ル
ク
ミ

ン
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
代
謝
作
用
を
助

け
る
働
き
も
あ
る
の
で
、
飲
酒
前
に
ウ
コ

ン
を
摂
る
と
、
悪
酔
い
の
予
防
に
役
立
ち

ま
す
。

【
亜　

鉛
】

　

亜
鉛
は
肝
臓
で
働
い
て
い
る
多
く
の
酵

素
の
働
き
に
必
要
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の

分
解
に
必
要
な
酵
素
の
作
用
を
助
け
て
い

る
の
で
、
不
足
し
な
い
よ
う
に
補
う
必
要

が
あ
り
ま
す
（
牡か

き蠣
・
牛
肉
な
ど
に
多
く

含
ま
れ
ま
す
。）。

【
ビ
タ
ミ
ン
】

　

肝
臓
の
さ
ま
ざ
ま
な
代
謝
活
動
に
欠
か

せ
な
い
の
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
。
肝
臓
は
多

量
の
活
性
酸
素
が
発
生
す
る
の
で
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
β
カ
ロ
チ
ン
な

ど
の
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
も
重
要
で
す
。

肝
臓
の
働
き
を
知
ろ
う
！

　

肝
臓
に
は
様
々
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
主
な
働
き
は
、
食
物
か
ら
摂
取
し
た

肝
臓
病
の
進
行

　

肝
臓
病
で
一
番
な
り
や
す
い
と
い
え
る

の
が
脂
肪
肝
で
し
ょ
う
。
お
酒
の
飲
み
す

ぎ
や
食
べ
す
ぎ
、
糖
尿
病
や
甲
状
腺
、
副

腎
や
下
垂
体
の
内
分
泌
疾
患
に
よ
っ
て
も

脂
肪
肝
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
飲

み
す
ぎ
に
よ
る
脂
肪
肝
を
放
っ
て
お
く
と

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
を
起
こ
し
、
や
が

て
は
肝
硬
変
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

休
肝
日
と
は
？

　

数
多
く
の
機
能
を
こ
な
し
て
い
る
肝
臓

が
正
常
に
働
か
な
い
と
、
私
た
ち
は
生
命

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

肝
臓
は
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
も
影
響
が

出
に
く
く
、
症
状
と
し
て
表
に
現
れ
に
く

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

肝
機
能
が
低
下
し
て
黄
疸
な
ど
の
症
状

が
表
に
出
て
く
る
と
き
は
、
肝
細
胞
の
ほ

と
ん
ど
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
壊
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
も
呼
ば

れ
、
か
な
り
悪
化
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が

な
く
、
お
か
し
い
と
気
付
い
た
と
き
に
は

深
刻
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
、
日
頃
か
ら
肝
臓
に
役
立
つ
成
分

を
し
っ
か
り
摂
り
ま
し
ょ
う
！

沈
黙
の
臓
器

肝
臓
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
成
分

　

町
で
は
、
一
時
的
に
事
務

量
が
増
大
し
た
と
き
な
ど
に

速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、

臨
時
職
員
登
録
制
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
平
成
23

年
度
の
臨
時
職
員
の
登
録
者

を
募
集
し
ま
す
。
職
員
の
補

充
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は

選
考
の
上
、
こ
の
登
録
者
の

中
か
ら
採
用
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
高
校
卒
業
程

度
の
学
力
が
あ
る
人
で
、
勤

務
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
平
成
22
年

度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

も
、
平
成
23
年
度
も
引
き
続

き
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、

新
た
に
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　

総
務
課

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１

　
　
　
　
（
内
線
３
１
７
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
２

　
　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

募集職種
一 般 事 務
図書館事務
給食調理員

保　健　師
（要資格）

保　育　士
栄　養　士
幼稚園教諭

（各職種とも要資格）
賃　　金 5600円／日 8000円／日 6500円／日
勤務時間 基本　８：30～ 17：15（各課勤務体系による）
受付日時 随時受付（土・日、祝日を除く）
登録資格 高校卒業程度の学力がある人

有効期限 平成24年３月 31日（登録されても登録者全員に雇用が
あるとは限りませんので、ご了承ください）

提出書類 登録申請書および履歴書（総務課で配布のもの）

須恵町臨時職員登録の主な内容

年末年始の役場業務のご案内
役場の年末年始の休みは、12月 29日（水）から１月３日（月）までです。
主な施設などの年末年始の休みは次のとおりです。

※歴史民俗資料館は、12月 25日（土）から１月 10日（月）まで休館です。

施　　　　　設 27日
（月）

28日
（火）

29日
（水）

30日
（木）

31日
（金）

１日
（土）

２日
（日）

３日
（月）

４日
（火）

５日
（水）

役　　　　　場 ○ ○ × × × × × × ○ ○

アザレアホール須恵 ○ ○ × × × × × × ○ ○

図　　書　　館 ○ × × × × × × × × ○

カルチャーセンター ○ ○ × × × × × × ○ ○

久 我 記 念 館 ○ × × × × × × × × ○

歴史民俗資料館 × × × × × × × × × ×

運動公園若杉の森 ○ × × × × × × × × ○

地域活性化センター ○ ○ × × × × × × ○ ○

あ お ば 会 館 ○ × × × × × × × ○ ○

自然食普及センター ○ × × × × × × × ○ ○

ほ た る の 湯 ○ × × × × × × × × ○

コミュニティバス ○ × × × × × × × ○ ○

YUZUKA
（地域活性化センター１F） ○ ○ × × × × × × ○ ○

※

１
．
栄
養
の
処
理
・
加
工

　

胃
腸
で
消
化
吸
収
さ
れ
た
栄
養

素
が
、
肝
臓
に
運
ば
れ
、
炭
水
化

物
は
ブ
ド
ウ
糖
に
、
た
ん
ぱ
く
質

は
ア
ミ
ノ
酸
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

２
．
解
毒
・
排
泄

　

身
体
に
入
っ
て
き
た
有
害
物
質

や
腸
内
細
菌
に
よ
っ
て
腐
敗
・
発

酵
し
た
有
害
物
質
を
解
毒
し
、
胆

汁
や
尿
に
し
て
排
斥
し
ま
す
。

３
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵

　

分
解
時
に
余
っ
た
炭
水
化
物
は
、

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
形
で
肝
臓
に
蓄

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
肝
臓
は
栄
養
の
加
工
か

ら
貯
蔵
、
排
泄
ま
で
一
手
に
引
き
受
け
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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月曜休館・祝日の場合は翌日休館

＊入館無料＊

企画展の案内須恵町　平成22年累計
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自
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販
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ら
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盗

自
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車
盗

車
上
ね
ら
い

第一小学校区
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須恵町　 ９月単月
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自
動
車
盗

忍
込
み

居
空
き

空
き
巣

強
盗
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犯
罪
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品
ね
ら
い

自
販
機
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

第三小学校区

ひ
っ
た
く
り

自
動
車
盗

忍
込
み

居
空
き

空
き
巣

強
盗

性
犯
罪

部
品
ね
ら
い

自
販
機
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

治安天気図

８月８月 ９月９月８月 ９月

須恵町

不審者に注意
○ 出来るだけ明るい道を通りましょう。
○ 防犯ブザーを携帯しましょう。
○ 大きな声で周囲の人に
　 知らせましょう。
○ 「不審だな」と思ったらすぐに
　 110番通報をしてください ! !

許しません！飲酒運転
「ちょっとだから…」

その軽い気持ちが、
あなたの一生を
台無しにします。

自転車盗に注意
○ 自転車を路上に止めずに、駐輪場に止めましょう。
○ 少しの間自転車をとめる場合でも、
必ず鍵を掛けましょう。

○ 自転車から少しの間でも離れ
る時は、カゴに荷物などを置
いたままにしないようにしましょう。

平成21年
平成22年

平成21年
平成22年

平成21年
平成22年

平成21年
平成22年

平成21年
平成22年

■対策１：外出の時は必ず鍵をかける
　施錠していない家の多くが狙われる傾向にあります。
　油断せず、短時間でも鍵をかけて外出してください。
■対策２：２つ以上の鍵をかける
　扉や窓には鍵を２つ以上かけましょう。
　泥棒は鍵を開けるのに時間がかかる家は諦めます。

空き巣に注意
簡単に入れる家を狙っています！

企画展開催中です

第９回 ゆみ 's 布あそび展 “繕
つくろ

う”
12月 19日（日）まで　※最終日は午前中のみ

第 3回 中学校美術部 展
平成 23 年１月 16 日（日）～１月 30 日（日）午前 10 時～午後５時

須恵東中学校美術部の作品

　須恵中学校、須恵東中学校両校の合同美術部展を開催します。中学校美術部
の若いアーティストの作品が久我記念館の壁面を飾ります。展示レイアウトか
らスポットライトの照明まで、すべてが手作りの展覧会です。一人ひとりの作
者の感性、色遣い、構図に是非触れてください。　
　須恵中学校美術部・須恵東中学校美術部の作品を展示。本年度は中学校文化
連盟出展作品 22点（須恵中学校 11点・須恵東中学校 11点）を展示します。

須恵中学校美術部の作品

　

久
我
記
念
館
運
営
協
議
会
は
、
久
我
記
念

館
の
管
理
運
営
に
関
し
て
年
に
４
回
会
議
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
協
議
内
容

①
館
の
企
画
展
の
開
催
に
つ
い
て

②
個
展
の
開
催
を
希
望
す
る
作
家
に
つ
い
て

③
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
収
蔵
品
）
の
購
入
に
つ

い
て

　

子
ど
も
た
ち
の
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て

美
術
館
を
利
用
す
る
と
い
う
意
見
か
ら
、「
中

学
校
美
術
部
展
」
や
「
小
学
校
児
童
画
展
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

須
恵
町
を

支
え
る

団
体

Sue Town
Supports Group

地域を
育む❸

久
我
記
念
館
運
営
協
議
会

彫
刻
家

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

会　

長

役　

職

山
本　

隆
明
（
福
津
市
・
彫
刻
家
）

　

伴　

信
行
（
南
里
米
区
・
書
）

入
口　

睦
子
（
城
山
区
・
有
識
者
）

石
瀧　

豊
美
（
大
島
原
区
・
有
識
者
）

荒
木　

照
信
（
須
恵
東
中
学
校
）

阿
世
賀
輝
雄
（
昭
穂
区
・
絵
画
）

氏　
　
　
　

名
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12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

人
権
週
間
で
す

　

最
近
「
児
童
虐
待
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
き
た
な
と
感
じ
ま
す
。
虐
待
さ

れ
る
子
ど
も
の
多
く
は
、
ま
だ
上
手
に
話

す
こ
と
が
で
き
な
い
幼
児
で
す
。

　

私
は
、
中
学
一
年
生
の
時
に
、
二
日

間
の
保
育
体
験
を
し
ま
し
た
。
虐
待
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た
び
に
、
そ
の
と
き
子

ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
学
ん
だ
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　

一
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
は
、
ま
だ
話

す
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
ず
っ
と
泣
い
て

い
ま
し
た
。
保
育
士
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も

が
泣
く
の
に
は
意
味
が
あ
る
の
。
ゆ
っ
く

り
わ
か
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
な
の

よ
。」
と
教
わ
り
ま
し
た
。
オ
ム
ツ
を
替

え
て
ほ
し
い
と
き
、
ミ
ル
ク
が
飲
み
た
い

と
き
、
抱
っ
こ
し
て
も
ら
い
た
い
と
き
…
。

理
由
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
話
す
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
、
泣
く
こ
と

は
相
手
に
思
い
を
伝
え
る
方
法
、
つ
ま
り

私
た
ち
が
話
す
こ
と
と
同
じ
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

我
が
子
を
虐
待
し
た
親
が
、「
泣
き
止

ま
な
い
か
ら
、
う
る
さ
い
か
ら
。」
と
そ

の
理
由
を
話
し
た
そ
う
で
す
。
話
す
こ
と

の
で
き
な
い
子
ど
も
が
必
死
に
泣
き
、
何

か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
虐
待
し
、
時
に
命
ま
で
奪
っ
て
し
ま

う
親
た
ち
。
一
体
ど
の
よ
う
な
思
い
で
子

ど
も
を
産
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
ま

だ
出
産
経
験
が
な
い
の
で
分
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
す
ご
く
苦
し
い
思
い
を

し
て
産
ん
だ
の
だ
か
ら
、
か
わ
い
く
て
仕

方
が
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

中
学
三
年
の
私
で
も
、
親
に
言
い
た
い

こ
と
が
う
ま
く
言
え
ず
に
む
ず
む
ず
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、「
ど

う
や
っ
て
分
か
っ
て
も
ら
お
う
か
、
ど
う

し
た
ら
う
ま
く
伝
わ
る
か
な
」
と
考
え
ま

す
。
伝
え
る
方
法
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て

い
て
も
、
必
ず
誰
か
が
分
か
っ
て
く
れ
る

と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
母
だ
っ
た
り
、

父
や
兄
妹
だ
っ
た
り
、
友
達
だ
っ
た
り
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
幼
い
子
ど

も
に
と
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ち
ば
ん
身
近
に
い
て
、
い
ち
ば
ん
理

解
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
相
手
は
、

家
族
。
特
に
お
腹
を
痛
め
て
産
ん
で
く
れ

た
母
親
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の「
い

ち
ば
ん
」
の
人
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど

も
の
心
の
傷
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

体
の
傷
は
、
時
間
が
た
て
ば
治
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
心
の
傷
は
、
特

に
幼
い
頃
に
受
け
た
心
の
傷
は
、
一
生
消

え
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、

最
近
の
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
の
多
さ
が
怖
く

な
っ
て
き
ま
す
。

　

私
は
、
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
家
に

帰
れ
ば
と
て
も
癒
さ
れ
ま
す
。
家
族
が

笑
っ
て
く
れ
る
と
元
気
が
出
ま
す
。
最
近

は
、
家
に
帰
る
の
が
嫌
で
悩
ん
で
い
る
子

ど
も
が
増
え
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
が
な
く
な
り
、

家
に
帰
る
こ
と
を
悩
む
子
ど
も
が
い
な
く

な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
自
分

の
思
い
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
親
子
」
は
、
一
番
身
近
な
関
係
で
す
。

　

う
ま
く
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
い
子
ど
も

を
、
ゆ
っ
く
り
と
分
か
っ
て
あ
げ
ら
れ
る

人
、
分
か
り
合
う
た
め
に
い
ち
ば
ん
が
ん

ば
れ
る
人
、
そ
れ
が
親
だ
と
思
い
ま
す
。

「
う
ま
く
言
葉
を
伝
え
ら
れ
な
い

子
ど
も
と
、
親
と
の
関
係
は
？
」

須
恵
東
中
学
校
三
年　

太
田  

真
由

「
介
護
の
あ
た
た
か
さ
」

須
恵
中
学
校
二
年　

岡
山 

凛
里
花

　

私
は
去
年
と
今
年
の
二
回
夏
休
み
に

『
中
学
生
体
験
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
』
に
参

加
し
た
。
参
加
し
た
理
由
は
、
夏
休
み
に

色
々
な
体
験
を
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

二
日
間
と
い
う
短
い
期
間
だ
っ
た
が
、
私

は
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

私
の
『
介
護
』
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の

は
、
高
齢
者
を
お
世
話
す
る
大
変
な
仕

事
と
し
か
思
い
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
私
は
逆
に
普
段
体
験
で
き
な
い
よ
う

な
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
体
験
で

き
る
と
聞
い
て
、「
体
験
し
て
み
た
い
！
」

と
思
っ
た
。
正
直
、
一
人
で
行
く
の
は
不

安
だ
っ
た
の
で
友
達
を
も
う
一
人
誘
っ
た
。

友
達
と
「
二
日
間
頑
張
ろ
う
ね
! !
」
と
、

少
し
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
当
日
を
待
っ
て

い
た
。

　

そ
し
て
当
日
。
集
合
場
所
に
行
く
と
、

私
の
学
校
か
ら
は
七
人
ぐ
ら
い
し
か
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
他
の
学
校
か
ら
は

た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
い
て
び
っ
く
り
し

た
。
病
院
で
の
マ
ナ
ー
や
注
意
を
受
け
、

期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
ま
ま
車
に
乗

り
出
発
し
た
。

　

病
院
に
着
き
早
速
、
各
部
屋
を
見
学
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
族
が
い
な
い
人
、

病
気
を
も
っ
て
い
る
人
、
心
に
傷
を
負
っ

て
い
る
人
な
ど
と
細
か
く
部
屋
が
分
け
ら

れ
て
い
て
感
心
し
た
。

　

次
に
私
が
体
験
し
て
み
た
か
っ
た
『
も

し
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
ら
』
と
い
う
体

験
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
人
は
ア
イ

マ
ス
ク
を
つ
け
、
も
う
一
人
は
目
の
見
え

な
い
人
を
誘
導
す
る
、
と
い
う
役
割
に
し

て
二
人
で
協
力
し
な
が
ら
階
段
を
上
っ
た

り
下
り
た
り
す
る
と
い
う
体
験
だ
。
私
は

ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た
。
周
り
は
真
っ
暗

だ
。
階
段
を
下
り
る
時
、
足
元
を
気
に
し

な
が
ら
一
段
ず
つ
階
段
を
下
り
て
行
く
。

い
つ
も
は
一
段
と
ば
し
て
下
り
て
い
け
る

は
ず
だ
が
無
理
だ
。
目
の
見
え
な
い
人
の

苦
労
と
不
安
が
良
く
分
か
る
。
そ
の
後
も

車
椅
子
の
体
験
や
高
齢
者
の
服
の
着
せ
替

え
な
ど
の
体
験
も
し
た
。
も
う
こ
の
時
点

で
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
い
た
。

　

昼
食
の
時
間
は
高
齢
者
に
食
べ
さ
せ
て

あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
今
ま
で

で
初
め
て
の
高
齢
者
と
の
交
流
だ
。
私
の

担
当
の
高
齢
者
は
元
気
で
健
康
な
お
ば
あ

さ
ん
だ
っ
た
が
、
他
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人

が
い
た
。
体
の
半
分
が
マ
ヒ
し
て
動
か
な

い
人
、
認
知
症
の
人
も
い
た
。　

　

最
初
は
と
て
も
緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
が
、
お
ば
あ
さ
ん
は
と
て
も
優

し
く
接
し
て
く
れ
た
。
私
が
「
何
か
お
手

伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と

聞
く
と
お
ば
あ
さ
ん
は
「
手
伝
わ
な
く

て
い
い
か
ら
お
話
を
し
て
ほ
し
い
。」
と

言
わ
れ
た
。
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
に
は
家
族

が
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
だ
か

ら
、
私
は
学
校
の
事
な
ど
を
話
し
た
。
お

ば
あ
さ
ん
は
す
ご
く
楽
し
そ
う
に
笑
っ
た

り
し
て
い
て
、
私
も
そ
の
笑
顔
を
見
て
心

が
温
ま
っ
た
。
反
対
に
お
ば
あ
さ
ん
か
ら

も
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
、
こ
う

言
っ
て
い
た
。「
孫
が
も
ど
っ
て
き
た
み

た
い
。」
と
。
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
お
孫

さ
ん
は
病
気
で
亡
く
な
っ
た
ら
し
い
。
お

孫
さ
ん
の
話
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
も
ら

い
、一
つ
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。〝
お

ば
あ
さ
ん
が
泣
い
て
い
る
。〞
そ
の
涙
は

さ
み
し
く
も
温
か
く
も
な
い
涙
の
よ
う
に

見
え
た
。
最
後
に
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
こ
う

言
わ
れ
た
。「
色
々
な
経
験
を
し
て
立
派

な
大
人
に
な
っ
て
ね
。」
と
。
私
は
「
は

い
、
必
ず
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
み
せ
ま

す
。」
と
言
っ
た
。
こ
う
し
て
昼
食
時
間

は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
お
ば
あ
さ
ん
と
の
会
話
で
私
の

『
介
護
』の
イ
メ
ー
ジ
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

た
。
介
護
は
お
世
話
す
る
だ
け
で
は
な
い
。

大
変
な
だ
け
で
は
な
い
。
と
て
も
温
か
い

仕
事
だ
。
高
齢
者
だ
け
の
施
設
だ
が
、
そ

れ
は
色
々
な
人
の
集
ま
り
で
、
た
く
さ
ん

の
会
話
と
笑
顔
の
あ
る
温
か
い
施
設
だ
。

だ
か
ら
、
介
護
に
対
し
て
悪
い
イ
メ
ー
ジ

を
も
た
な
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

　

私
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
た
っ
た
二
日
間
だ
っ
た
が
介

護
の
良
さ
を
た
く
さ
ん
学
ん
だ
。
夏
休
み

で
一
番
の
勉
強
に
な
っ
た
。
私
は
ま
た
来

年
の
夏
休
み
も
介
護
体
験
に
行
く
つ
も
り

だ
。
き
っ
と
来
年
も
別
の
事
を
学
び
、
他

の
大
切
な
事
も
学
ぶ
だ
ろ
う
。
も
っ
と
こ

れ
か
ら
も
色
々
な
体
験
に
参
加
し
、
た
く

さ
ん
の
事
を
学
び
た
い
。

　

人
権
週
間
は
、「
世
界
人

権
宣
言
」
が
１
９
４
８
年
12

月
10
日
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、

こ
れ
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

世
界
人
権
宣
言
は
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
を
原
則
と
し

て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
誕

生
以
来
世
界
各
国
の
憲
法
や

法
律
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
な

ど
、
世
界
の
人
々
の
人
権
養

護
の
た
め
に
大
き
な
働
き
を

し
て
い
ま
す
。

　

須
恵
中
学
校
、
須
恵
東
中

学
校
の
生
徒
が
人
権
に
つ
い

て
の
作
文
を
書
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
生
徒
作
品
の
優
秀

な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

仕
事
が
決
ま
ら
な
い
人
を
福
岡
県

と
マ
ン
パ
ワ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
が
応

援
し
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話
を
！

▼
事
業
対
象
者　

新
規
学
卒
未
就
職

者
な
ど
（
平
成
20
年
３
月
以
降

に
大
学
、
短
大
、
高
専
、
高
校

を
卒
業
し
、
現
在
就
業
し
て
い

な
い
人
）

▼
費　

用　

無　

料

▼
内　

容　

次
の
①
〜
④
の
体
験
を

通
し
て
雇
用
を
応
援
し
ま
す
。

①
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
１

対
１
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
プ

ラ
ン
を
考
え
ま
す
。）

②
体
験
先
の
決
定
（
職
場
体
験
先
は

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
上
、
決
定

し
ま
す
。）

③
１
週
間
の
基
礎
研
修
（
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ス
キ
ル
向
上
研
修
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
研
修
、
履
歴
書
記
入

な
ど
の
指
導
な
ど
）

④
７
週
間
の
企
業
実
習
（
専
属
担
当

に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
あ

る
か
ら
安
心
で
す
。）

※
③
・
④
の
期
間
は
、
給
与
・
交
通

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
・
申
込
み
先　

マ
ン
パ

ワ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
福
岡
支
店

　

☎
０
１
２
０
・
６
４
０
・
６
２
１

▼
県
所
管　

福
岡
県　

福
祉
労
働
部

　

労
働
局
労
働
政
策
課　

就
業
支
援

係 福
岡
県「
新
卒
者
緊
急

就
職
応
援
事
業
」
の

お
知
ら
せ
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知っていますか？自転車の交通安全
　自転車は道路交通法では、車両の一種（軽車両）です。正しく安全に自転車を利用しましょう。

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

歩
道
と
車
道
の
区
別
が
あ
る
と

こ
ろ
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す
。

〈
例　

外
〉

・
道
路
標
識
な
ど
で
指
定
さ
れ
て

い
る
場
合

・
運
転
者
が
13
歳
未
満
の
子
ど
も
、

70
歳
以
上
の
高
齢
者
、
身
体
の

不
自
由
な
人

・
車
道
ま
た
は
降
雨
通
の
状
況
か

ら
み
て
や
む
を
得
な
い
場
合

〈
罰
則
〉
３
か
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

（
道
路
交
通
法
第
17
条
）

②
車
道
は
左
側
を
通
行
（
車
道
の

右
側
通
行
禁
止
）

自
転
車
は
車
道
の
左
側
に
寄
っ

て
通
行
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

〈
罰
則
〉
３
か
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

（
道
路
交
通
法
第
17
条
）

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
自
転

車
は
車
道
よ
り
を
徐
行

自
転
車
は
歩
道
を
通
行
す
る
場

合
は
、
車
道
よ
り
の
部
分
を
徐

行
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
よ

う
な
場
合
は
一
時
停
止
、
ま
た

は
自
転
車
か
ら
降
り
て
押
し
て

歩
き
ま
し
ょ
う
。

〈
罰
則
〉
２
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
科
料
（
道
路
交
通
法
第

63
条
）

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
の
禁
止

〈
罰
則
〉
５
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

（
道
路
交
通
法
第
65
条
）

・
二
人
乗
り
の
禁
止

〈
罰
則
〉
５
万
円
以
下
の
罰
金

（
道
路
交
通
法
第
55
条
）

・
並
進
の
禁
止

〈
罰
則
〉
２
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
科
料
（
道
路
交
通
法
第

19
条
）

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

〈
罰
則
〉
５
万
円
以
下
の
罰
金

（
道
路
交
通
法
第
52
条
）

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認

〈
罰
則
〉
３
か
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

（
道
路
交
通
法
第
７
条
お
よ
び

第
43
条
）

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

傘
を
差
し
な
が
ら
・
携
帯
電
話

を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
に
も

罰
則
が
あ
り
ま
す
。

傘
を
差
し
、
物
を
担
ぎ
、
物
を

持
つ
な
ど
視
野
を
妨
げ
、
ま
た

は
安
定
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る

方
法
で
自
転
車
を
運
転
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
で
話
を
し

た
り
、
メ
ー
ル
を
し
た
り
し
な

が
ら
の
運
転
も
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

〈
罰
則
〉
５
万
円
以
下
の
罰
金

　

詳
し
く
は
、
福
岡
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.police.pref.

fukuoka.jp/kotsu/kotsu
kikaku/012.htm

l

自
転
車

安
全
利
用五則

　

11
月
13
日
（
土
）
に
博
多
の
森
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
、
交
通
安
全
指
導
員
の
ご
協
力
の

も
と
、
第
二
小
学
校
運
動
場
で
行
わ
れ
、
第
二

小
学
校
児
童
や
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
４
年
生
に
な
る
と
公
道
に
出
て
自
転

車
の
運
転
が
で
き
る
た
め
、
行
動
範
囲
が
広
が

る
と
と
も
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
態
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
は
正
し
く

安
全
に
通
行
で
き
る
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

る
場
、
住
民
に
対
し
て
は
そ
の
再
確
認
と
す
る

場
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
踏
切

な
ど
の
様
々
な
場
所
や
状
況
で
の
通
行
、
自
転

車
の
点
検
の
し
か
た
を
実
践
し
な
が
ら
学
び
ま

し
た
。

い
き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

自
転
車
交
通
安
全
指
導
会

右
見
て
！
左
見
て
！

自
転
車
は
車
道
側
を

通
り
ま
し
ょ
う

36

須
恵
町
の
資
料
が

九
州
歴
史
資
料
館
に
展
示
さ
れ
ま
す

　

須
恵
町
の
乙
植
木
古
墳
群
か
ら
出
土

し
た
資
料
が
、
九
州
歴
史
資
料
館
に
展

示
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
九

州
歴
史
資
料
館
は
、
11
月
21
日
に
太
宰

府
市
か
ら
小
郡
市
に
移
転
し
て
開
館
し

ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
る
資
料
は
、「
須
恵
器
」

５
点
で
、
今
か
ら
約
１
５
０
０
年
前
、

６
世
紀
前
半
の
も
の
で
す
。
九
州
縦
貫

道
を
建
設
す
る
時
に
、
発
掘
調
査
を

行
っ
た
乙
植
木
２
号
墳
か
ら
出
土
し
ま

し
た
。
坏
身
・
坏
蓋
・
高
坏
・
有
蓋
直

口
壺
（
蓋
と
壷
）
と
呼
ば
れ
る
器
は
、

古
墳
の
石
室（
死
者
を
埋
葬
し
た
部
屋
）

に
副
葬
品
と
し
て
供
え
ら
れ
た
状
態
で

出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
須
恵
器
は
県
内
で
は
非

常
に
珍
し
く
、
セ
ッ
ト
で
そ
ろ
っ
て
い

る
資
料
は
少
な
い
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
６
世
紀
前
半
の
福
岡
県
内
で

出
土
し
た
須
恵
器
の
代
表
資
料
と
し
て
、

乙
植
木
古
墳
群
の
資
料
が
選
ば
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
啓
）

▲坏身・坏蓋

▼

有
蓋
直
口
壺

▼

高　

坏

山田脩造さん
キャプテンとして国体優勝！
　７月号でもご紹介しま
した、須恵町から世界を
目指す人たちの一人、山
田脩造さん（昭穂区）の
続報です。
　８月の宮古島でのイ
ンターハイで準優勝、10
月の国体ではキャプテンとして出場し優勝
し、ますます勲章が増えています！今後は、
１月５日（水）から１月９日（日）に東京都・
東京体育館で行われる全日本バレーボール
高等学校選手権大会（旧春高バレー）に出
場します。さらなる活躍を期待しましょ
う！ 

福祉のために役立ててください
　第９回須恵町チャリティーゴルフ大会
（須恵町商工会主催）が、10 月６日（水）
に筑紫野市の筑紫野カントリークラブで行
われました。
　この大会には、会員とチャリティー賛同
者など 210 名が参加しました。この大会の
寄付金の一部が須恵町社会福祉協議会ほか
町内の３団体に贈呈されました。

●
日　

時　

平
成
23

年
１
月
30
日（
日
）

　

開
場
13
時
30
分

　

開
演
14
時
00
分

●
入
場
料　

無　

料

　
（
要
整
理
券
）

●
主　

催　

須
恵
町

●
協　

賛　

須
恵
町

自
衛
隊
協
力
会
・

自
衛
隊
父
兄
会
須

恵
町
支
部

※
入
場
整
理
券
を
総

務
課
と
ア
ザ
レ
ア

ホ
ー
ル
須
恵
窓
口

で
配
布
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

　

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

須
恵

　

☎
９
３
４
・
０
０
３
０

陸
上
自
衛
隊

第
４
音
楽
隊

須
恵
町

音
楽
演
奏
会
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まちの話題あれこれあれこれ

ちの話題ま

静かな会場で熱い勝負が繰り広げられました

たくさんの愛好者が集いました

消防団が模擬火災訓練
　須恵町消防団（長澤慎二団長）による模擬火災
訓練が、11 月 14 日（日）に須恵区で行われました。
　これは、空気が乾燥し小さな火でも大きく燃え
広がるこの季節に、有事の際に備え、水利の確保
や防御、各分団間の連携強化などを目的に行われ
たものです。
　この日の訓練は、同区内の巡り原広場付近を火
点と想定して、須恵川の自然水利より取水し、放
水する訓練が行われました。９時 30 分のサイレ
ンを合図に、各分団から車輌８台と団員約 130 人
が現場に到着し、機敏な動作で消火訓練を行いま
した。

　第 14 回須恵町秋季囲碁大会（須恵町囲碁同好
会主催）が、９月 26 日（日）にアザレアホール
須恵で行われました。
　この大会に、町内の多くの囲碁愛好者が参加し
ました。会場となった同ホール和室には、静けさ
の中で碁を打つ音だけが響いて、白熱した戦いが
繰り広げられました。
　大会結果は次のとおりです（各部上位３位まで、
○は順位、敬称略）。
●高段有段者の部①本原敏之②園木　剛③西岡太郎
●有段級位者の部①田原久雄②森内廣三③平野鎮雄

真剣勝負のかるた大会
　第 29 回かるた大会（子ども会育成会連絡協議
会主催）が、10 月 31 日（日）にあおば会館で行
われました。
　ゴザが敷かれた会場では、きちんと正座した子
どもたちが身を乗り出しながら、上の句を読み上
げる吟者の声の後に、次々と札をたたく音が響き
わたっていました。
　大会結果は次のとおりです（各コート２位まで、
○は順位）。
●小学生の部
・Ａコート　①城　山Ａ　②川子１Ａ
・Ｂコート　①乙植木Ａ　②須　恵Ａ
・Ｃコート　①旅　石Ａ　②城　山Ｂ

囲碁愛好者が大集合

機敏な動きで訓練する消防団

　第 27 回全九州小学生バドミントン選手権大会
が、10 月 30 日（土）、31 日（日）に大分県別府市
総合体育館で行われました。
　須恵 Jr. バドミントンクラブ（梅津正博コーチ）
所属の井上未鈴さん・山本一葉さんペアが、５年
生以下女子ダブルスの部で準優勝しました。
　この結果により 12 月 24 日（金）～ 28 日（火）に
愛媛県松山市で行われる、第 19 回全国小学生バ
ドミントン選手権大会に出場が決定しました。 目指せ！全国制覇 !!

　第８回若杉の森クロスカントリー大会（須恵町
体育協会主催）が、11 月３日（水・祝）に須恵
町運動公園若杉の森で行われました。
　昨年は、新型インフルエンザのために中止と
なっていましたが、今年は、好天に恵まれ紅葉し
始めた若杉の森の中を、気持ち良さそうに一生懸
命走りました。
　大会結果は次のとおりです（敬称略・○は順位・
上位３位まで）。
●中学生　○男子１年生①村山侃生②江口弘貴③
岡本滉平○男子２年生①三田太朗②安田光希③
石川航大○女子１年生①西　彩花②丸岡可奈子

急な坂も何のその ! !

全九州小学生バドミントン
選手権で準優勝 !!

若杉の森
クロスカントリー大会

優勝した役場チーム

役場チームが２年ぶりに
消火栓の部で優勝

　第 20 回屋内消火栓・消火器操法大会（粕屋南
部地域防災協会・粕屋南部消防本部主催）が、10
月 22 日（金）に粕屋中部消防署で行われました。
　この大会に、本町男性職員が消火栓の部に役場
チームで出場して、見事優勝に輝きました。
　この大会は、同防災協会を構成する、須恵・宇
美・志免・粕屋・篠栗の各町の事業所の、自主防
災の確立を目的に行われているものです。今回は、
消火栓の部に 18 チーム、消火器の部に 19 チーム
が参加しました。

●中学生の部　　　①城　山　②甲植木
●ベストマナー賞　佐　谷

③的野春菜○女子２年生①神浦真帆②世利笑菜
③武石采夏
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町
の
人
口

12 月の納税
国民健康保険税・７期分

後期高齢者医療保険料・６期分

２万 6186 人（＋17）
男性：１万 2757 人（＋９）女性：１万 3428 人（＋８）

人　口

世帯数 9903 戸（＋７）
平成 22年 10月 31日現在　（　）＝前月比

町の掲示板

　町内の小・中学校に就学する学校の区域は、住
民登録をしている住所（行政区）で決められてい
ます。しかし、特別な理由などで変更を希望する
場合は、申請により学校を変更することができま
す。
　今回、この申請書の受け付けを次のとおり行い
ます。変更を希望する人は、必ず期間内に申請を
行なってください。（特に、来年４月に新小学１
年生・新中学１年生になる人は、新入学などの準
備もありますので期間厳守で申請してください。）
なお、申請されても変更が認められない場合もあ
ります。
　この申請結果は、来年２月中旬までにご自宅に
郵送で通知します。
※来年新小学１年生・新中学１年生を迎える保護
者あてに、１月中旬ころ入学通知書を送付予定
です。１月末になっても手元に届かない場合は
ご連絡ください。
●受付期間　平成23年１月13日（木）～19日（水）
（印鑑をご持参ください）
●受付時間　８：30 ～ 17：15（土・日、祝日を除く、
19 日（水）は 20：00 まで受付）
●受付・問合せ先　子ども教育課

健康福祉課
☎932-1493（ダイヤルイン）☎932-1151（内線123）

味噌づくりグループ募集

　公的個人認証サービスの電子証明書の有効期間
は発行の日から起算して３年間です。有効期間が
満了し失効した場合には、国税の電子申告などの
電子申請・届出に使うことができなくなります。
　更新を希望される方は役場住民課の窓口で手続
きをしてください。
※電子証明書の有効期間は、住基カードの表面に
は記載されていません。電子証明書発行時にお
渡しした「電子証明書の写し」でご確認ください。

１．受付時間　
　　９時～ 16 時 45 分（土曜、日曜、祝日を除く）
２．持参していただくもの
＊更新する電子証明書が格納された住基カード。
＊写真付きでない住基カードの方は、本人確認のため
運転免許証等写真付きの公的な証明書が必要。

＊手数料 500 円

住 民 課
☎932-1467（ダイヤルイン）☎932-1151（内線111）

公的個人認証サービスの電子証明書の
期限切れにご注意ください

　手づくりの凧であれば誰でも参加できます。
　新春の大空に手づくりの凧を揚げて、家族みん
なで楽しみませんか。
●日　時　１月 23 日（日）９：30 受付開始
　※雨天の時は 30 日（日）に延期
●場　所　須恵町運動公園　
　　　　　若杉の森 多目的グラウンド
●部　門　
・小学生１、２、３年生の部（町内の小学生限定）
・小学生４、５、６年生の部（同上）
・一般の部（上記以外のすべての人）
・大凧の部（同上）※１ｍ以上の凧
●申込み方法　１月 11 日（火）までにアザレア
ホールにご連絡ください。。
※当日参加も受け付けますが、この場合は参加賞
が品切れする場合がありますので、ご了承くだ
さい。
●主　催　須恵町子ども会育成会連絡協議会

子ども教育課
☎932-1459（ダイヤルイン）☎932-1151（内線241）

小・中学校の指定学校
変更申請について

　経済産業省では、工業統計調査を平成 22 年 12
月 31 日現在で実施します。
　この工業統計調査は、製造業を営む事業所を対
象に、その活動実態を明らかにすることを目的に
調査が行われます。
　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重
要な基礎資料として利用されます。この他、企業
や大学などでの研究資料、小・中・高等学校の教
材など、広く利用されています。
　みなさんから提出していただく調査票は、統計
法に基づき、調査内容の秘密は厳守されますので
正確なご記入をお願いいたします。
経済産業省　http://www.meti.go.jp/statistics/

経済産業省・福岡県・須恵町

まちづくり課
☎932-1153（ダイヤルイン）☎932-1151（内線344）

製造事業所のみなさまへ
統計調査にご協力ください

　いきいきコミュニティ主催の地域で活動をされ
ている音楽団体のコンサートです。是非お聞きく
ださい！
●日　時　平成 23 年１月 16 日（日）
　　　　　開場：13 時　開演：13 時 30 分
●場　所　アザレアホール須恵
●入場料　無料
●出演者　ぺったんフェア・オルケスタ　ほか
●問合せ先　いきいきコミュニティ事務局
　（火・木・金曜　13 時～ 17 時）
　☎ 935-9771

まちづくり課
☎932-1153（ダイヤルイン）☎932-1151（内線342）

いきいきコンサートを行います

　平成 23 年４月１日から平成 24 年３月 31 日ま
での、味噌づくりのグループを次のとおり募集し
ます（１グループ最高８人までで、代表者が申し
込みをしてください）。少人数または、個人で参
加を希望される人は、他のグループとの共同作業
になります。
　町民の多くの人に、味噌づくりに参加していた
だくために、新規の参加の団体・個人を優先させ
ていただきます。申し込み多数の場合、平成 20 年
度以前に参加された団体については、抽選とさせ
ていただくことがありますのでご了承ください。
※申し込み時に参加者名簿が提出されない場合
は、他の団体を優先することがあります。

※１年間で１人１回しか参加できません。
●受付日時　12 月１日（火）～　平成 23 年１月
17 日（月）８：30 ～ 17：15
●申込み・問合せ先
　自然食普及センター（地域活性化センター１階）
　☎ 933-1709

社会教育課
☎934-0030（ダイヤルイン）（内線604）

ファミリーカイトフェスタ
参加者募集

　新春恒例の、須恵町消防団消防出初式が、次の
とおり行われます。
●日　時　１月９日（日）11：00 ～
●場　所　健康広場（雨天の場合はあおば会館で
行います。）

総 務 課
☎932-1152（ダイヤルイン）☎932-1151（内線317）

須恵町消防団出初式が行われます

●むき出し、屋外にある水道管は、布や毛布、市
販されている保温材などを巻いて凍結防止の対
策をしてください。

●地下式メーター器の破裂防止には、古い毛布や
布切れ、または、発泡スチロールをくだいたも
のをビニール袋に入れて、ボックス内につめ保
温してください。

●水道管が凍結して水が出ない時は、タオルをか
けてその上からゆっくりと、ぬるま湯をかけて
溶かしてください。熱湯を急にかけると破裂す
ることがあります。

上下水道課
☎932-1445（ダイヤルイン）☎932-1151（内線235）

水道管・給湯管の冬支度の準備を
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65歳以上の人を募集しています！ 初めての人も大歓迎 !!

みんなを守る いちいちきゅう

URL : http://www.kasuyananbu-shobo.jp/

　

本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
手

入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
20
年
中
に
お
け
る
ス
ト
ー
ブ

に
よ
る
建
物
火
災
は
、
全
国
で
１
６

６
４
件
発
生
し
、主
な
出
火
原
因
は
、

取
り
扱
い
や
管
理
上
の
不
注
意
に
よ

る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寒
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、

特
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

12月12月  １月 １月 

使
用
方
法

■場　　所　地域活性化センター（オイコス）１階
■定　　員　30人　※予約が必要です。
■申込み・問合せ先
　健康福祉課　 ☎ 932-1151（内線126）

■申込資格　65歳以上で町内に住所が
　　　　　　ある人
■開催日時　水・金曜日の朝
　　　　　　（９：00～11：15）

使
用
に
あ
た
っ
て
の

注
意
事
項

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
な
ど
、
引
火
の
危
険
性
の
あ

る
も
の
を
使
用
し
な
い
。

○
カ
ー
テ
ン
や
布
団
な
ど
が
ス
ト
ー

ブ
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
、
離
し

て
使
用
す
る
。

○
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素

中
毒
を
防
ぐ
た
め
、
定
期
的
に
部

屋
の
換
気
を
行
う
。

○
暖
房
シ
ー
ズ
ン
の
前
後
に
は
、
十

分
な
点
検
整
備
を
行
う
。

○
灯
油
の
保
管
に
は
、「
推
奨
」
ラ

ベ
ル
や
「
認
定
証
」
が
貼
付
さ
れ

た
容
器
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、

必
ず
栓
を
し
っ
か
り
締
め
て
密
閉

す
る
。

○
保
管
場
所
は
火
気
を
使
う
場
所
か

ら
遠
ざ
け
る
と
と
も
に
、
直
射
日

光
を
避
け
た
冷
暗
所
と
す
る
。

○
灯
油
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
缶
は
、
５

年
を
目
安
に
取
り
替
え
る
。

石油ストーブからの
火災を防ぐポイント

　　１７日（金）
わくわくクッキング
講師　健康福祉課スタッフ

自己負担金　３００円

　　　７日（金）
わくわくお楽しみ会
講師　健康福祉課スタッフ

自己負担金　３００円

　　２２日（水）
ハンドベルと懐かしい唱歌
講師　高間美奈湖　先生

自己負担金　３００円

　　２４日（金）
いけばな
講師　健康福祉課 南里

自己負担金　５００円

　　１２日（水）
ケアビクス
講師　林崎万里子　先生

自己負担金　３００円

　　１４日（金）
さくらアート
講師　健康福祉課スタッフ

自己負担金　５００円

防
災
学
習
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

危
険
物
取
扱
者
は
、
一
定
量
以
上

の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
扱

う
工
場
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
石

油
貯
蔵
タ
ン
ク
・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

な
ど
の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱
う
た

め
に
必
要
な
資
格
で
す
。 

▼
願
書
な
ど
の
配
置　

平
成
22
年
12

月
８
日
頃

▼
願
書
受
付
開
始　

平
成
22
年
12
月

15
日
（
水
）

▼
願
書
締
切
日　

平
成
23
年
１
月
11

日
（
火
）

▼
試
験
の
種
類　

全
種
類

▼
試
験
日　

平
成
23
年
２
月
27
日

（
日
）

▼
準
備
講
習
会　

平
成
23
年
２
月
５

日
（
土
）
予
定

▼
問
合
せ
先　

粕
屋
南
部
消
防
本
部

予
防
課
危
険
物
係

　

☎
９
３
５
・
６
３
８
９
（
直
通
）

平
成
22
年
度  

『
第
３
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
』の

お
知
ら
せ

　

火
災
予
防
の
普
及
推
進
を
目
的
と

し
て
、
粕
屋
南
部
地
域
防
災
協
会
主

催
の
「
歳
末
助
け
合
い
防
災
餅
つ
き

会
」を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
日　

時　

12
月
18
日（
土
）10
時
〜

▼
場　

所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
岡
ル

ク
ル　

メ
イ
ン
プ
ラ
ザ
入
り
口
付

近
お
よ
び
メ
イ
ン
プ
ラ
ザ
前
駐
車

場
（
粕
屋
町
大
字
酒
殿
字
老
ノ
木

１
９
２
の
１
）

▼
主
な
行
事
内
容
（
予
定
）

・
店
頭
で
の
餅
つ
き
お
よ
び
配
布

・
歳
末
助
け
合
い
募
金
箱
の
設
置

・
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
促
進

・
は
し
ご
車
試
乗（
チ
ビ
ッ
コ
対
象
）

・
風
船
の
配
布　
（
チ
ビ
ッ
コ
対
象
）

▼
問
合
せ
先　

粕
屋
南
部
消
防
組
合

本
部
予
防
課
指
導
係　

　

☎
９
３
５
・
６
３
８
９

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣
類
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
な
ど

を
干
さ
な
い
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す

る
と
き
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
給

油
す
る
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も
の

は
、
給
油
後
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
確

実
に
締
め
、
そ
の
場
で
逆
さ
に
し

て
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

○
点
火
後
は
、
炎
の
調
節
を
行
い
、

正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

○
就
寝
時
や
外
出
時
に
は
、
必
ず
完

全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

点
火
お
よ
び
消
火
の
確
認

点
火
お
よ
び
整
備

灯
油
の
保
管

　

粕
屋
南
部
消
防
本
部
で
は
、
災
害

に
対
す
る
学
習
の
場
と
し
て
防
災
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
災
害
や
事
故
に
対
す
る
自
主
防

災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
住
民
防

災
学
習
の
場
で
す
。

　

地
震
体
験
・
強
風
体
験
・
消
化
体

験
・
煙
体
験
・
通
報
体
験
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
体
験
が
で
き
ま
す
。
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
団
体
（
10
名
以
上
）
で
の
ご
利
用

は
、
事
前
に
申
し
込
み
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

　

☎
９
３
５
・
６
３
８
８（
総
務
課
）

　

☎
９
３
５
・
５
１
１
１
（
代
表
）

『
歳
末
助
け
合
い

防
災
餅
つ
き
会
』

地震体験のようす

　第 90 回全国高等学校ラグビー選手権大会出場をかけ
た福岡県大会決勝が、11 月 13 日（土）、福岡市のレベ
ルファイブスタジアムで行われ、松下真七郎主将（須恵
区）率いる福岡高校が 28 年ぶり 37 回目の花園出場を決
めました。
　決勝戦の相手は、６年連続で決勝に進出した筑紫高校。
序盤、７対７の拮抗した試合展開から松下さんのトライ
とキックで全得点をあげ、21 対７で勝利しました。
　第 90 回記念大会で、レベルの高い福岡県からは２校
出場でき、前年度の同大会優勝で連覇を狙う東福岡高校
との出場となりました。大会は、今月 27 日から来年１
月８日まで大阪府近鉄花園ラグビー場で開催されます。
　中嶋町長を訪問された時には、「須恵町での少年相撲
大会やアザレアＦＣでの思い出と、今までお世話になっ
た皆さんのためにも高校生活最後の夢舞台で上位入賞を
目指し、大暴れしてきます！」と話されていました。

　11 月３日（水・祝）、若杉の森野球場で第 31 回毎
日新聞社旗争奪少年野球大会（毎日新聞社主催）が行
われました。この日は準決勝、決勝が行われ、決勝で
は須恵リトルベアーズが宇美ジュニアーズ（宇美町）
を１対０で降し、14 年ぶりの優勝を果たしました。
　準決勝は、延長戦で２点差を付けられましたが、裏
の攻撃でその差を跳ね返し、勝ち上がりました。決勝
は序盤の１点を投手陣で守り切る展開で、準決勝、決
勝ともに手に汗握る好ゲームを制しました。

キャプテンの合屋汰一君のコメント
「この大会で優勝するために一年間がんばってきまし
た。チームみんなが『心ひとつ』になり勝ち取った優
勝だと思います。指導してくれた監督、コーチ、そし
て応援してくれたお父さん、お母さんありがとうござ
いました。優勝サイコーです ! !」

岩﨑勝監督のコメント
「たくさんの人の声援に、選手の力を後押していただ
いたゲームでした。ＯＢをはじめ、チーム関係者に感
謝です。」

毎日新聞社旗も優勝!!
須恵リトルベアーズ

いざ聖地、花園へ ! !
古豪復活！

心をひとつに頑張りました！
町長へ花園出場報告を
した松下さん

相手を振り切り
トライ ! !
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12月の
夜間役場

情
報
い
ろ
い
ろ

情
報
い
ろ
い
ろ

　

毎
月
第
３
水
曜
日
は
夜
間
役
場
開
設
日
で
す
。
こ
の
日
は
、
20
時
ま
で
住
民
課
・

税
務
課
・
健
康
福
祉
課
・
子
ど
も
教
育
課
、
総
務
課
で
窓
口
業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
夜
間
役
場
開
設
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
12
月
15
日
（
水
）
17
時
15
分
〜
20
時

募

集　

試

験　

お
知
ら
せ

◎
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０

▼
定　

員　

20
名

▼
申
込
受
付　

平
成
23
年
１
月
５
日

午
前
９
時
よ
り
電
話
受
付
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
講
習
期
間　

平
成
23
年
２
月
１
日

〜
17
日
の
10
時
〜
16
時（
全
12
回
）

▼
会　

場　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

▼
受
講
料　

３
万
８
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
消
費
税
込
み
）

◎
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
講
習

　

各
ソ
フ
ト
の
基
礎
知
識
の
あ
る
人

　

検
定
試
験
受
験
予
定
者
向
け
の
出

題
傾
向
を
徹
底
分
析
し
た
重
要
ポ
イ

ン
ト
の
再
確
認
と
対
策

▼
定　

員　

20
名

▼
申
込
受
付　

平
成
23
年
１
月
５
日

午
前
９
時
よ
り
、
電
話
に
て
受
付

け
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▼
講
習
期
間　

平
成
23
年
２
月
５
日

〜
17
日
の
10
時
〜
17
時（
全
12
回
）

▼
会　

場　
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
５

▼
受
講
料　

３
万
８
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
消
費
税
込
み
）

▼
問
合
せ
先　

職
業
訓
練
法
人　

福

岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
（
福
岡
市

東
区
千
早
５
丁
目
３
の
１
）

　

☎
６
７
１
・
６
８
３
１

　

年
末
年
始
の
休
日
診
療
を
次
の
よ

う
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
場　

所　

中
南
部
休
日
診
療
所

　
（
久
山
町
大
字
久
原
３
１
６
８
の

１
）

　

☎
６
５
２
・
３
１
１
９

▼
期　

間　

平
成
22
年
12
月
30
日

（
木
）〜
平
成
23
年
１
月
３
日（
月
）

▼
診
療
時
間　

９
時
〜
17
時

（
水
）
10
時
〜
12
時
30
分
（
開
場

９
時
20
分
）

▼
場　

所　

北
九
州
メ
デ
ィ
ア
ド
ー

ム
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
美
萩
野

３
の
１
の
１
）

▼
内　

容　

・
年
頭
視
閲
・
機
動
部
隊
出
動
式

・
逮
捕
術
訓
練
・
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
警
本
部
教
養
課

　

☎
６
４
１
・
４
１
４
１

　

http://w
w
w
.police.pref.

　

fukuoka.jp/

囲
碁
愛
好
会

　

囲
碁
好
き
な
人
は
、
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？

▼
日　

時　

毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土

曜　

10
時
〜
17
時

▼
場　

所　

あ
お
ば
会
館
２
階
須
恵

町
囲
碁
ク
ラ
ブ

▼
会　

費　

月
５
０
０
円
（
学
生
・

子
ど
も
は
無
料
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　

須
恵
町
囲
碁
同
好
会　

浅
田 

等

　

☎
９
３
５
・
１
１
３
２

年
末
年
始
歯
科
休
日
診
療

午
前
９
時
よ
り
電
話
受
付
。（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
講
習
期
間　

平
成
23
年
２
月
８
日

〜
６
月
23
日
の
火
曜
日
、
木
曜
日

18
時
30
分
〜
21
時
（
全
38
回
）

▼
会　

場　

福
岡
商
工
会
議
所

　
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
２
の

９
の
28
）

▼
受
講
料　

９
万
３
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
、
消
費
税
込
。
た
だ
し
、

法
令
集
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
）

▼
問
合
せ
先　

職
業
訓
練
法
人　

福

岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
（
福
岡
市

東
区
千
早
５
丁
目
３
の
１
）

　

☎
６
７
１
・
６
８
３
１

養
育
費
の
電
話
相
談

職
業
訓
練
講
習

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
（
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
）を
対
象
に
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
労
を
支
援
す

る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
を
希
望
す
る
人
は
、
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
面
談
は
、
居
住

す
る
町
役
場
で
実
施
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
８
４
・
３
９
３
１

俳　

句　
　
（
皿
山
公
園
吟
行
・
や
ま
も
も
） 

　

須
恵
句
会

○
石
蕗
咲
い
て
頓と

み

に
華
や
ぐ
石
の
相 

鶴　

内　
　

恵

○
一
刷
毛
の
雲
の
動
か
ず
秋
高
し　

 

長　

田　

ハ
ツ
エ

○
街
路
樹
に
囁
く
風
や
秋
深
し 

印　

藤　

ヨ
シ
子

○
枯
蓮
の
折
れ
て
水
面
に
た
だ
よ
へ
り 

松　

薗　

ハ
ル
エ

○
小
流
の
奏
で
る
堀
に
秋
真
鯉 

御
手
洗　

ヨ
シ
子

○
古
墳
塚
歩
行
訓
練
風
さ
や
か 

土　

井　

ト
モ
エ

○
丘
の
辺
の
古
代
住
居
や
昼
の
虫　

 

渡　

辺　

素　

子

○
落
葉
す
る
気
配
背
後
に
又
あ
り
て　

 

合　

屋　

恒　

子

川　

柳　
　
（
盗
む
・
小
さ
い
） 

　

夢
現
代

○
盗
み
酒
妻
の
目
気
に
し
え
び
す
顔 

あ

き

の

り

○
情
報
を
金
に
し
よ
と
て
ネ
ッ
ト
か
ら 

房　
　
　
　
　

子

○
盗
る
人
は
い
ま
せ
ん
野
放
し
の
夫 

茂　
　
　
　
　

代

○
見
え
張
っ
て
小
さ
い
サ
イ
ズ
押
し
込
め
る 

可　
　
　
　
　

笑

○
と
き
め
き
は
小
さ
い
秘
密
持
っ
て
か
ら 

遊　
　
　
　
　

歩

▼
主　

催　
福
岡
教
育
大
学
吹
奏
楽
部

▼
日　

時　

平
成
23
年
１
月
22
日

　
（
土
）
17
時
30
分
（
開
場
17
時
）

▼
場　

所　

福
岡
市
民
会
館

　
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
５
丁
目
１

の
２
３
）

▼
入
場
料　

６
０
０
円
（
前
売
り
５

　

０
０
円
）
※
小
学
生
以
下
無
料

▼
内　

容　

・
第
Ⅰ
部　

学
生
指
揮
ス
テ
ー
ジ

　

祝
典
序
曲「
祈
り
は
翼
と
な
っ
て
」

他
・
第
Ⅱ
部　

ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

・
第
Ⅲ
部　

客
演
指
揮
ス
テ
ー
ジ

　

組
曲
「
展
覧
会
の
絵
」

▼
問
合
せ
先

　

☎
０
８
０
・
１
７
５
１
・
４
７
７
２

（
田
中
）

母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
の
就
労
支
援

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
離
職
に

よ
っ
て
住
居
を
失
っ
て
お
困
り
の
人

や
、
就
職
活
動
中
の
生
活
費
に
困
っ

て
い
る
人
に
、
支
援
の
ほ
か
自
治
体

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機

関
に
お
い
て
用
意
さ
れ
て
い
る
支
援

策
を
適
切
に
ご
案
内
で
き
る
よ
う
、

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

東（
福
岡
市
東
区
千
早
６
の
１
の
１
）

　

☎
６
７
２
・
８
６
０
９

向
け
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
公
認
資
格

取
得
を
目
指
す
受
験
対
策

▼
定　

員　

20
名

▼
申
込
受
付　

平
成
23
年
１
月
６
日

午
前
９
時
よ
り
電
話
受
付
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
会　

場　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル

２
階

・
ア
ク
セ
ス
２
０
０
７
試
験
対
策

▼
講
習
期
間　

平
成
23
年
２
月
１
日

〜
17
日
の
18
時
30
分
〜
21
時
（
全

12
回
）

▼
受
講
料　

３
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
・

消
費
税
込
み
、
た
だ
し
受
講
料
は

別
途
）

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
２
０
０
７
試
験

対
策

▼
講
習
期
間　

平
成
23
年
２
月
２
日

〜
14
日
の
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

（
全
８
回
）

▼
受
講
料　

２
万
４
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
消
費
税
込
み
、
た
だ

し
受
講
料
は
別
途
）

・
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
試
験
対
策

▼
講
習
期
間　

平
成
23
年
２
月
２
日

〜
15
日
の
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

（
全
９
回
）

▼
受
講
料　

２
万
７
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
消
費
税
込
み
、
た
だ

し
受
講
料
は
別
途
）

◎
３
級
販
売
士
集
中
講
習

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
ま
た
は
離

婚
協
議
中
の
人
を
対
象
に
養
育
費
の

電
話
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

平
日　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
ま
で

▼
問
合
せ
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
８
４
・
３
９
３
１

就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

無
料
相
談

福岡県最低賃金改正のお知らせ

平成 22 年 10 月 22 日から適用されました。

▼問合せ先
　福岡労働局労働基準部賃金課
　☎ 411-4578
※または、お近くの労働基準監督署に
お尋ねください。
最低賃金に関する特設サイト
http://www.saiteichingin.info/

最低賃金額 １時間 692 円

　

福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
で

は
、「
誰
も
が
望
む
場
所
で
療
養
で

き
る
地
域
医
療
体
制
の
整
備
」
を
目

指
し
て
、
10
月
か
ら
事
務
所
内
に
粕

屋
地
域
在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
患
者
や
家
族
の
在
宅
療
養

粕
屋
地
域
在
宅
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
し
た
。

　

重
症
神
経
難
病
や
進
行
が
ん
の
人

で
、
在
宅
に
お
い
て
療
養
を
希
望
す

る
人
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め

に
支
援
を
行
い
ま
す
。
相
談
に
は
、

保
健
師
や
医
師
な
ど
が
対
応
し
ま
す
。

　
「
現
在
が
ん
で
入
院
し
て
い
る
け

れ
ど
自
宅
に
帰
り
た
い
」
な
ど
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ご
自
宅
で

の
療
養
を
お
考
え
に
な
っ
た
ら
、
ま

ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

粕
屋
地
域
在
宅
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
県
粕
屋
保

健
福
祉
事
務
所
内
）

　

☎
９
３
９
・
１
５
３
４

▼
相
談
時
間　

９
時
〜
16
時　

土
日

祝
日
は
休
み
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

福
岡
県
粕
屋
保
健
福

祉
事
務
所　

健
康
増
進
課　

健
康

増
進
係

　

☎
９
３
９
・
１
５
３
４

社
会
保
険
労
務
士
講
習

　

社
会
保
険
労
務
士
に
お
け
る
、
資

格
取
得
に
む
け
て
の
受
験
対
策
講
習

で
す
。

※
受
講
は
ど
な
た
で
も
可
能
で
す
。

（
た
だ
し
、
受
験
に
は
資
格
基
準

が
あ
り
ま
す
。）

▼
定　

員　

30
名

▼
申
込
受
付　

平
成
23
年
１
月
６
日

福
岡
教
育
大
学
吹
奏
楽
部

第
46
回
定
期
演
奏
会

粕
屋
南
部
消
防
組
合

消
防
職
員
募
集

（
臨
時
採
用
試
験
）

▼
募
集
職
種　

消
防
吏
員

▼
職　

務　

消
火
、
救
助
、
救
急
活

動
並
び
に
火
災
予
防
な
ど
の
消
防

行
政
に
関
す
る
職
務
全
般

▼
採
用
予
定
人
数　

１
名
程
度

▼
受
付
期
間　

平
成
22
年
12
月
１
日

（
水
）
か
ら
平
成
22
年
12
月
22
日

（
水
）
ま
で

▼
受
験
資
格　

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

・
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

（
平
成
23
年
３
月
卒
業
見
込
み
者

を
含
む
）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
お
よ
び

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す

る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
試
験
日　

平
成
23
年
１
月
23
日

（
日
）

▼
試
験
会
場　

中
部
消
防
署
（
粕
屋

町
大
字
上
大
隈
55
の
１
）

▼
問
合
せ
先　

粕
屋
南
部
消
防
組
合

消
防
本
部
総
務
課
（
志
免
町
大
字

田
富
１
７
０
）

　

☎
９
３
５
・
５
１
１
１

　

http://w
w
w
.kasuyananbu-

　

shobo.jp/

平
成
23
年

福
岡
県
警
年
頭
視
閲

　

威
風
堂
々
た
る
福
岡
県
警
察
の
勇

姿
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日　

時　

平
成
23
年
１
月
５
日
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「陽くんお誕生日おめでと
う！甘えん坊の陽くんが
お父さんもお母さんも大好
きだよ。素直で優しい子に
育ってね♥」
大島原区（正臣・真由美）

水田  陽
はるひと

仁ちゃん

●対 象 者　平成 22年２月生まれの赤ちゃん
●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの
氏名、生年月日を裏書。）、保護者のメッセージ
（50字以内、居住区、保護者の氏名、電話番号
を明記）

※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵
町ホームページの中の「広報すえ」で公開され
ますので、その旨了解の上お申し込みください。

　なお、写真は返却しません。
●締 切 日　12月 28日（先着 10人まで）
●問合せ先　まちづくり課　☎ 932-1153

次
回
申
し
込
み
要
領

（Ｈ21．12．９生まれ）

♥あかちゃんおはなし会（毎月第３木曜日）
　12月 16日・１月 20日
　（０・１歳：10：20～　２・３歳：11：00～）
★おはなし会（毎月第２・３土曜日 14：00 ～）
　12月 11日・18日・１月８日・15日
◆工作教室　１月 22日（土）　14時～
●クリスマス上映会　12月 25日  14 時～  オイコスにて
＊年末年始（12 月 27 日～１月４日）と、特別整理期間
　（１月 27日～２月２日）は休館です。ご注意ください。

図書館だより
☎９３２-６３６４

　誰もが嫌がるトイレ掃除。だけど
おばあちゃんの魔法の言葉で、私は
トイレ掃除が大好きになった。
　シンガーソングライター・植村花
菜が最後の祖母への思いを綴った歌
「トイレの神様」をもとにした絵本。

あかちゃん絵本

　泣き虫で弱気の理生（ミチオ）が
成り行きで入ることになった花道部
は、常識破りの貧乏部。おまけに学
院制覇をねらう茶道部に、活動場所
の和室をのっとられそうだという。
　理生に助けを求められた猫又のタ
マは…。

ヤングアダルト

児童書
　「あっ」ミニカーをみつけた男の
子は、ぶっぶー、いつのまにか運転
手に！「あっ」今度は電車を見つけ
て、ごごごごごー、操縦士に！
　子どもが大好きな乗り物が次々に
登場する、赤ちゃんとのふれあいを
楽しむ絵本。

「トイレの神様」
植村花菜／文

とりごえまり／絵
講談社

「あっ！」
中川ひろたか／文
柳原良平／絵
金の星社

「玄洋社・封印された実像」
石瀧豊美／著
海鳥社

　民権政社として出発した玄洋社が、
なぜ、大アジア主義を標榜する国家
主義団体と見なされるようになった
のか…。
　玄洋社を有名無名の群像として捉
え、その運動史を初めて明らかにし
た、まずひもとかれるべき書。

一般書

町立図書館の12月の推薦図書

須恵おはなし会・奨励賞受賞

「１歳のお誕生日おめでと
う。いつもニコニコなここ
ちゃん。これからも元気に
成長してね♥」
　藤浦区（秀樹・由美花）

松本  心
ここ

花
か

ちゃん

（Ｈ21．12．24 生まれ）

（Ｈ21．12．13 生まれ）

合屋  拓
たく

真
ま

ちゃん

（Ｈ21．12．10 生まれ）

「日々の成長に驚いたり、
感動したり、あっという間
の一年でした。これからも
すくすく元気に育ってね。」
須恵区（正晃・真由美）

「いつも拓真の笑顔に癒さ
れているよ。これからも、
元気いっぱいみんなで笑っ
て過ごそうね。おめでと
う !!」
須恵区（茂広・智子） 印は休館日です。開館時間 10：00～18：00

　読書コミュニティネットワーク主催の「第６回読み聞か
せボランティア大賞」に、“須恵おはなし会”（代表：喜多
村富久美氏）が奨励賞を受賞しました。
　須恵おはなし会は約 20 年間にわたり、図書館や学校、
幼稚園でおはなし会などのボランティア活動を行い、地域
の読書活動に貢献、今回の受賞となりました。

朝比奈 薫
ゆき

生
お

ちゃん

「花の道は嵐の道」
天野頌子／著
ポプラ社

　アンデルセンの童話で有名な「マッチ売りの少女」が藤
城清治影絵となってよみがえる・・他に「クリスマスの鐘」
も上映します。無料のイベントで自由参加です。
■日　時　12月 25日（土）　14時～ 14時 40分
■場　所　地域活性化センター（オイコス）
　　　　　１階レクリエーション室

日 月 火 水 木 金 土
 １

２ 　３ ４ ５ ６ ７ ★ ８
９ 10 11  12 13 14 ★ 15
16 17 18 19 ♥ 20 21 ◆ 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

2011年１月

（Ｈ21．12．１生まれ）

山尾  羽
う た

唱ちゃん

（Ｈ21．12．20 生まれ）

「うちの子に生まれてきて
くれてありがとう！これか
らも元気にすくすく育って
ね☆」
新原区（孝基・めぐみ）

「お誕生日おめでとう！羽
唱ちゃんの笑顔が家族みん
なの幸せです。笑顔いっ
ぱいの優しい子になって
ね！」
旅石区（慎也・聡美）

福田  桃
もも

果
か

ちゃん

（Ｈ21．12．24生まれ）

「お誕生日おめでとう。い
つも元気でたくましい、こ
こちゃん。これからもその
笑顔で癒してね♥」
甲植木区（賢太 ･絵里）

於保  心
ここ

海
み

ちゃん

山神  心
こ

晴
はる

ちゃん
「お誕生日おめでとう！成
長の速さにパパとママはい
つもビックリさせられま
す！これからもすくすく成
長してね♥」
旭ヶ丘区（猛 ･千晴） （Ｈ21．12．２生まれ）

としょかんまつり大盛況！
　10月 23 日（土）から 11月３日（水・祝）まで、須恵
町立図書館にて「としょかんまつり」を実施し、様々なイ
ベントにたくさんの利用者が訪れました。
　特に初日の『ブックリサイクル』には、開館前から大勢
の利用者が列に並んで待っているほどでした。　
　『おはなしリレー』は、午前の部にボランティアグルー
プの「おひさまおはなし会」「杉の子文庫」「乙植木文庫」
合同による小さい子向けの“おはなし会”を行いました。
　午後には、図書館長・杉の子文庫館長による「館長とゆ
かいななかまたち」、「わん・ぴいす」「須恵おはなし会」
へと続く、大きい子向けの“おはなし会”を開催しました。
　子どもたちの笑い声が聞こえる楽しいとしょかんまつり
となりました。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３  ４

５ 　６ ７ ８ ９ 10 ★ 11
12 13 14  15 ♥ 16 17 ★ 18
19 20 21 22 23 24 ● 25
26 27 28 29 30 31

12月

甲斐  颯
そ

花
はな

ちゃん

（Ｈ21．12．29 生まれ）

「お誕生日おめでとう♥歩
けるようになったら一緒に
お散歩に行こうね。のんび
り大きくなってね !!」
乙植木区（太輔・草）

渡邊  楓
ふう

雅
が

ちゃん

（Ｈ21．12．５生まれ）

「楓くん♥初めてのお誕生
日おめでとう♥毎日いっぱ
いの笑顔ありがとう♥これ
からも一緒に成長していこ
うね♥」
佐谷区（茂幸・綾）

クリスマス上映会
「マッチ売りの少女」
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■C
al

en
d

ar

■

■C
alend

ar

■

12月16日から１月15日までの
予定表です。町の情報カレンダー上 水 道 の 漏 水 は 指 定 業 者 へ

　各家庭の水道で修理を要する故障や、水道管の破裂、漏水などが発生した場合は、まず元栓を
締めて、配管施工業者、または、ご存知の指定水道工事店などにご連絡ください。ご存知でない
場合は、次の町内指定工事店に当番をお願いしていますので、ご相談ください。
　水道メーターから宅内側の修理は自己負担です。

生 活 福 祉
総合相談日

■ 場　　所　福祉センター相談室　　■ 時　　間　13：00 ～ 16：00
■ 電話相談　下記の日程（弁護士相談以外）で電話による相談もできます。　☎ 933-2993
■ そ の 他　高齢者支援部会による電話相談（毎週月曜日 14：00 ～ 16：00　☎ 933-2993）
■ 問合せ・予約（弁護士相談のみ）先　社会福祉協議会　☎ 933-2160

区分 子育て・児童相談 障害者相談 高齢者相談 行政・人権・心配ごと相談 弁護士相談（要予約）

12 月 21日（火） 28日（火） 22日（水） － 16 日（木）

１月 4日（火） 11日（火） 5日（水）12日（水） ６日（木） 13 日（木）

香
典
返
し
お
礼社

会
福
祉
協
議
会

甲
植
木
区　

故　

後
藤　

直
孝
様

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
遺
族　

後
藤　

良
枝
様

　

以
上
の
方
か
ら
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

休 日 当 番 医 　月 日
外　科 内科・小児科・歯科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

※診療時間は９時から 17 時
　までです。
※一部変更になることがあり
　ますので必ず下記で確認し
　てください。

■休日当番医の問合せ先
　救急医療情報センター

☎ 471-0099
　粕屋南部消防本部

☎ 935-5111

12 月19 日 亀山クリニック（志免） 935-0148

粕屋中・南部
休日診療所

場所：粕屋郡久山町
　　　大字久原
　　　3168‒1

652-3119

23 日 福岡青洲会病院（粕屋） 939-0010

26 日 高木整形外科皮膚科（粕屋） 938-2310

30 日 久恒病院（宇美） 932-0133

31 日 片井整形外科病院（粕屋） 938-4860

１月１日 篠栗病院（篠栗） 947-0711

２日 福岡青洲会病院（粕屋） 939-0010

３日 合屋クリニック（志免） 936-5839

９日 仲原病院（志免） 621-2802

10 日 栄光病院（志免） 935-0147

※内科・小児科は、
　内科のみ、小児科
のみとなる場合が
あります。

■音訳テープ
•社協だより
　「わかみず」
•広　報
　「すえ」
•議会広報
　「議会だより」
•共生のまちづくり
　「ボランティアだより」

■問合せ先
　社会福祉協議会
　☎ 933-2160

BOOK

日 曜 行　　事 場　　所 時　間 備　考

19 日 妊婦教室（育児編） 保健センター 10：30 ～ 12：30 ３日前までに
要予約

20 月 前期高齢者医療説明会
（新規該当者のみ） 保健センター 10：00 ～

21 火 ４か月児健診 保健センター 13：30 ～ 14：30
受付け 平 22 年８月生

22 水 ９か月児健診 保健センター 13：30 ～ 14：30
受付け 平 22 年３月生

28 火 役場 仕事納め

師走

日 曜 行　　事 場　　所 時　間 備　考

１ 土 元日

４ 火 役場 仕事始め

９ 日
成人式 アザレアホール須恵 10：00 ～開式

消防出初式 健康広場 11：00 ～開式

10 月 成人の日

11 火 ３歳児健診 保健センター 13：30 ～ 14：30
受付け 平 19 年 12 月生

12 水 １歳６か月児健診 保健センター 13：30 ～ 14：30
受付け 平 21 年６月生

睦月

12

1

■
■ 

編
集
後
記 

■
■

　

今
秋
も
、
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ま

つ
り
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
〝
秋
〞
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
か
？

　

月
日
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
師
走
と

な
り
〝
秋
〞
か
ら
〝
冬
〞
へ
と
季
節
が
移

り
ま
し
た
。
年
末
年
始
に
か
け
て
は
何
か

と
忙
し
く
な
る
時
期
で
す
。
早
め
の
準
備

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。〝
早
め
〞と
い
え
ば
、

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
Ａ
香
港
型

が
主
流
で
、
流
行
が
例
年
よ
り
早
く
な
り

そ
う
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
早
め
の
対
策
を
と
り
、
忙
し
い
師
走

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

 （
智
）

１月
月　　日 当　番　業　者 電　話

　 1 日 藤木良弘設備㈱ 932-1254

　 2 ～ 03 日 ㈱ 光 商 会 932-4886

　 4 ～ 05 日 五 水 設 備 933-5311

　 6 ～ 07 日 ㈲森広設備工業 933-6890

　 8 ～ 9 日 豊 田 設 備 933-4037

　 10 ～ 11 日 尾 畑 建 設 938-4576
090-8413-7962

　 12 ～ 13 日 ㈲ 今 泉 産 業 935-1375

　 14 ～ 15 日 中牟田製作所 932-1455

12 月
月　　日 当　番　業　者 電　話

16 日 藤木良弘設備㈱ 932-1254

　 17 ～ 18 日 ㈱ 光 商 会 932-4886

　 19 ～ 20 日 五 水 設 備 933-5311

　 21 ～ 22 日 ㈲森広設備工業 933-6890

　 23 ～ 24 日 豊 田 設 備 933-4037

　 25 ～ 26 日 尾 畑 建 設 938-4576
090-8413-7962

　 27 ～ 28 日 ㈲ 今 泉 産 業 935-1375

　29 ～ 30 日 中牟田製作所 932-1455

　 31 日 藤木良弘設備㈱ 932-1254

2011
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